
米飯学校給食の推進・定着

○ 米飯学校給食は、次世代の米消費の主体となる子供たちに、「日本型食生活」を受け継いでもらうためにも
重要。

○ 米飯学校給食の普及・定着のため、食育授業等の実施支援や政府備蓄米の無償交付制度等を運用。

和食給食の普及・推進

政府備蓄米の無償交付

米飯学校給食を増加させる場合に、回数の対前年度
純増分を対象に政府備蓄米を無償交付。

農林水産省の取組

農林水産省は、米飯を含む和食給食を普及・推進す
ることとし、和食献立開発やセミナー開催、食育授
業の実施等を支援。

米飯給食の着実な実施に向けた取組
（令和４年度食育白書令和５年６月６日公表）（抜粋）

米飯給食は、子供が伝統的な食生活の根幹である米飯に関する望ましい
食習慣を身に付けることや、地域の食文化を通じて郷土への関心を深める
ことなどの教育的意義を持つものです。令和3（2021）年度には、完全給
食を実施している学校の100％に当たる29,214校で米飯給食が実施されて
おり、約922万人が米飯給食を食べています。また、週当たりの米飯給食
の回数は3.5回となっています。

農林水産省では、次世代の米消費の主体となる子供たちに、米飯を中心
とした「日本型食生活」を受け継いでもらうため、米飯給食のより一層の
推進を図っています。令和4（2022）年度は、前年度に引き続き米飯給食
の拡大に向けた取組への支援として、各学校が米飯給食の実施回数を増加
させる場合に、政府備蓄米の無償交付を実施しました。

米飯学校給食の回数推移

注：米粉パン・麺は含まない。

出典：米飯給食実施状況調査（文部科学省）

米飯給食の着実な実施に向けた取組

令和５年度
３．６回／週
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多面的な情報発信（ホームページ、各種SNS及びYouTube）

○ 平成30年10月から米の消費拡大の取組を応援すべく、「やっぱりごはんでしょ！」運動を開始。

○ ホームページ、各種SNS及びYouTubeにより、米に関するイベントや季節食、産地情報などを定期的に発信。

お米をもっと身近に感じていただけるような情報を発信

ホームページ 各種SNS（Instagram・Facebook・X）

YouTubeチャンネル「BUZZ MAFF（バズマフ）」「maffchannel（マフチャンネル）」

今年の猛暑とお米の食べ方について
家庭内炊飯調整をお米マイスターが解説

米担当、おにぎりのポスターモデルできる説。

お米と環境

ヴィレッジヴァンガード店員
さんが考える「おにぎり」の
アイディアのグランプリを開
催、農林水産省内『消費者の
部屋』で特別展示された様子
をＳＮＳ発信

パリ おにぎり
企業コラボ

（ぐるなび総研社）
スティックおにぎり
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